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伊豆大島沿岸で採集されたサケ
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2009年 10月 に伊豆大 島の沿岸 で 1個 体 のサ ケ

0″εαり″6カおたたが採集された。黒潮流域である同島

沿岸で寒流系のサケが採集されることはまれである。

しか し伊豆大島では,1986年 に種不明のサケ科魚類

が 1個 体採集されてお り (加藤・高瀬 20H),近 隣の

伊豆半島沿岸でも,サケやサクラマス 0″αsο″″
“
ο′

の採集記録がある (著者不詳 1988,川 尻 1982,川 嶋

2000)。 著者 らは,今回採集されたサケの形態および

採集時の海洋環境について記録 したので報告する。

採集場所と調査方法

伊豆大島は伊豆諸島最北部の島で,お おむね北緯

34度 41～ 48分,東経 139度 21～ 27分 に位置する。

今回の標本は,同 島南東部に位置する筆島付近の水

深約 21mに 設置 された小型定置網 (図 1)に おいて

2009年 10月 28日 に採集された。

標本は生鮮状態で,東京都島しょ農林水産総合セン

ター大島事業所に搬入され,カ ラー写真によって体色と

斑紋を記録したのちに -20℃ の冷凍庫内に保存された。

標本は,全長,尾叉長,標準体長,眼宙長,吻長 ,

上顎長,頭長,頭高,体高,尾柄高,体幅,頭幅,両

眼間隔,背鰭基底長,臀鰭基底長,背鰭位置長,腹鰭

位置長,臀鰭位置長,胸鰭最長軟条長,背鰭最長軟条

長,腹鰭最長軟条,臀鰭最長軟条の 22部位について

1/10mmま で測定した。また,背鰭軟条数,胸鰭軟条数 ,

腹鰭軟条数,臀鰭軟条数,鰍条骨数,鰍把数,幽門垂

数,側 線鱗数,側線上方横列鱗数,側線下方横列鱗

数,脊椎骨数の H形質についても計数した。測定お

よび計数法は主として寺尾 (1970)お よび Hubbs and

LagL『 (1970)に したがった。鰭条数は主鰭条数を数

えた。脊椎骨後端については,尾鰭椎前椎骨 とその後

方にある 2個 の尾鰭椎を,あ わせて 1個 の脊椎骨とし

て数えた。また,上・下顎歯および生殖腺の発達状態

を肉眼で観察 した。生殖腺により性別を判定するとと

もに,その重量を測定して,生殖腺成熟度指数 (生殖

腺重量/体重 × loo)を 求めた。このほか,背鰭 と脂

鰭の間の側線の上下 3列 より 10枚 を採鱗 し検鏡観察

するとともに,胃 内容物についても調査した。

図1 2009年 10月 28日 に伊豆大島沿岸で採集されたサケ
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結 果

標本の全長,尾 叉長,標準体長は各 々713 5mm,

668 2mm,609 4mm,体 重は3,105gで あつた。各測定

部位長の標準体長に対する割合は以下のようであっ

た。眼宙長 281%,吻 長 994%,上 顎長 1447%,頭

長 2653%,頭高 1871%,体 高 2174%,尾 柄高 653%,

体幅 1209%,頭幅 1280%,両眼間隔 911%,背鰭基底

長 1057%,臀 鰭基底長 1027%,背 鰭位置長 5325%,

腹鰭位置長 5940%,臀鰭位置長 7609%,胸鰭最長軟

条長 1447%,背 鰭最長軟条長 1355%,腹 鰭最長軟条

長 H_40%,臀 鰭最長軟条長 1040%。 また,計数値は

以下のようであった。背鰭軟条数 ll,胸鰭軟条数 13,

腹鰭軟条数 10,臀 鰭軟条数 13,鰍条骨数 12.鰍紀数

10+14=24,幽 門垂数 152,側線鱗数 133,側 線上方横

列鱗数 23,側線下方横列鱗数 21,脊椎骨数 37+29=66。

標本の頭部は側扁し,頭頂部は膨出していた。また,

生鮮時の体色と斑紋 (図 2)は以下のようであった。

頭部から尾柄にかけての背部は暗青灰色で,体側お

よび腹面は銀自色であった。体佃1に いわゆるパーマー

図3 伊豆大島沿岸で採集されたサケ0″ο乃り″ルSル′αの

顎部

クは認められなかった。また,背部,体側および各鰭

には黒色斑点が全く認められなかった。鰍蓋後部から

尾柄にかけての体側には,体軸と垂直方向に走る淡い

暗色の雲状斑紋が認められた。

胸鰭は乳自色で,先端の約 1/3が 暗色であった。腹

鰭と臀鰭は全体に乳白色で,一部が淡い暗色を帯びて

いた。背鰭 と脂鰭はおおむね暗青灰色であった。 尾

鰭は暗色で,上・下葉端の 5本を除く各軟条には,基

底から 1/3～ 1/2程度に達する銀自色の放射条線が認

められた。

上顎および下顎先端部の歯はやや発達していた。下

顎先端の最長歯長は 5.2mmで あったが,上顎先端の

最長歯長は 30mmで あった (図 3)。

鱗は,被覆部と露出部の境界付近に網目状帯が認め

られた。また,隆起線の間隔が密になったいわゆる休

止帯が 4本ないし5本認められた (図 4)。

胃内には,ご くわずかな粘液状物が認められたのみ

であった。腹腔内には,やや発達した 1対の精巣が認

められ,その重量は HO g,生殖腺成熟度指数は 354

であった。また,筋肉は鮮やかな橙色であった。

図4 伊豆大島沿岸で採集されたサケ0″ωル″c力″sた′αの鱗相

図2 イリ1豆大島沿
'itで

採集されたサケ 0′ cο″れソηC″″S々′α(標準体長 609 4mm)の 外部形態
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採集 日である 2009年 10月 28日 の採集場所付近に

おける表層水温は 204℃ ,平年差 -1_8℃ であった。

考 察

今回の標本は,背面に黒色斑点を欠くこと,尾鰭に

銀白色の放射条線があること,お よび鰍把数が 24で

あることにより,細谷 (2000)|こ したがってサケと

査定された。また細谷 (2000)は,サ ケの計数値を,

背鰭軟条数 lo～ 16,臀鰭軟条数 13～ 19,側線鱗数

125～ 153,鰍条骨数 H～ 16,幽 門垂数 121～ 246,

脊椎骨数 59～ 71と している。今回の標本は,背鰭軟

条数 H,臀鰭軟条数 13.側 線鱗数 133,鰍 条骨数 12,

幽門垂数 152,脊椎骨数 66で あ り,全てこの範囲内

にあった。このほか,鱗の被覆部と露出部の境界付近

に網 目状帯が認められたこともサケの特徴 と一致 し

た。

本標本は雄で,生殖腺成熟度指数は 354で あった。

清水・野村 (1986)に よれば,わ が国沿岸に来遊す

るサケの平均生殖腺成熟度指数は 55～ 58と されて

いる。今回はこれよりも40%程度低い値であったが,

成熟の兆候が認められる値であった。このほか,体側

に認められた淡い雲状斑紋や_L・ 下顎先端の伸長した

歯も,同様に成熟の兆候を示すものと考えられる。

本標本採集 日の表層水温は 204℃ ,平年差 -18℃ で

あった。同年の当該月は,伊豆諸島北部海域から房総

沿岸域にかけて広 く冷水域におおわれた状況が続いて

お り,サケを含む北方系の水生生物が来遊 しやすい環

境下にあったと考えられる。

要 約

2009年 10月 に伊豆大島沿岸で採集された 1個体の

サケについて形態学的特徴を記載 した。性別は雄で,

生殖腺の発達状況,両顎先端部の歯,体側の雲上斑紋

等の特徴は成熟の兆候を示すものと考えられる。また

採集時の海況は,例年に比べて著しく水温が低 く,広

く冷水域におおわれてサケの来遊 しやすい環境下に

あった。
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